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呼吸器の病気
Respiratory disease

【概要】

肺・胸郭・神経・筋肉系に明らかな異常が認め

られないにもかかわらず、血液中の酸素が低下し、

二酸化炭素が多くなる病気です。

【疫学】

血液中の二酸化炭素が高く、酸素が低下してい

るために、自宅での療養治療が必要な患者数は全

国で5000名程度と推定されています。

【発症のメカニズム】

呼吸は脳（幹）で調節され、肺で行われます。ま

た、肺（胸郭）が膨らんだり縮んだりするのは、横

隔膜や筋肉により行われます。呼吸により、空気

中の酸素を取り入れて、体の中で産生された二酸

化炭素を排出し、ガス交換が行われます。このガ

ス交換に役立つ換気を「肺胞換気」と呼んでいま

す。通常、呼吸に関連する肺・胸郭・神経・筋肉

系に何らかの異常を認めると肺胞換気が低下し、

睡眠中により悪化します。原発性肺胞低換気症候

群では、肺・胸郭・神経・筋肉系に明らかな異常

がないにもかかわらず、肺胞換気が低下しており、

原因としては呼吸の化学（代謝）調節系の異常（不

全）が関わっていると推定されています。

【症状】

不眠や起床時の頭痛、日中の眠気などがみられ

ます。病状が進行すると、呼吸困難や全身のむく

みなども認められます。

【診断】

血液中の酸素は低下し、二酸化炭素は多くなっ

ていますが、肺には異常を認めませんので、肺活

量などの呼吸機能検査値は正常です。また、神経

や筋肉にも異常はみられません。ただし、意識的

に大きな呼吸を繰り返して行うと、血液中の二酸

化炭素を下げることができます。夜間睡眠中の検

査（ポリソムノグラフィー）にて、夜間睡眠中に主

に換気の低下や血中酸素の低下を認めるものを

フェノタイプA、夜間睡眠中に主に無呼吸を認め

るものをフェノタイプBとしています。

【治療】

現時点では、病気の根本的な治療法はありませ

んが、人工呼吸器を用いて換気を補助することで、

血液中の酸素分圧を上昇させ、二酸化炭素分圧を

低下させることができます。最近では、鼻マスク

や鼻口マスクを用いた人工呼吸療法である非侵襲

的陽圧換気療法が主流で、多くの場合睡眠中のみ

に器械を使用することになります。人工呼吸療法

が開始された場合は、自己の判断で中断してはな

りません。

【生活上の注意】

疲れや風邪などにより、病気が悪化することが

ありますので、適度な睡眠をとり、手洗い・うが

いなどの感染対策が必要です。また、鎮静薬や睡

眠薬を内服すると急激に悪化することがあるので

注意が必要です。肥満があれば減量し、適正な体

重を維持するようにしなければなりません。

【予後】

睡眠中の換気補助の継続で、低酸素血症や高二

酸化炭素血症が改善されれば長期の生存が望める

ようになってきています。

� （2016年12月）

げんぱつせいはいほうていかんきしょうこうぐん

原発性肺胞低換気症候群

I-03 その他



日本呼吸器学会では学会ホームページにて 「市民のみなさま向け」に様々なコンテンツを公開しています。ぜひご覧ください！

呼吸器の病気
Respiratory disease

www.jrs.or.jp/

『症状から』 対応方法などを Q&A 形式でお答えします。『疾患別』に症状や、診断・治療方法を解説しています。

※ここに書かれている内容は、あくまで一般的なものであり、必ずしも貴方の病気にあてはまらない事も
　ありますので、この内容を参考にし、呼吸器の専門医の診察を受けてください。
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